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Ⅰ 調査の概要 

1 調査目的 

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」（平成 13 年法律第 31 号。以下「配

偶者暴力防止法」という。）第 25 条では、国及び地方公共団体は、配偶者からの暴力の防止及び被害

者の保護に資するため、調査研究の推進に努めるよう規定している。また、「第５次男女共同参画基

本計画」（令和 2 年 12 月 25 日閣議決定）では、女性に対する暴力に関し、社会における問題意識の

向上や効果的な施策の立案・展開に資する調査研究を実施することとしている。 

男女間を取り巻く環境の変化に応じた被害傾向の変化等に適切に対応するため、これまで、平成 11

年度以降３年周期で、全国 20 歳以上の男女 5,000 人（平成 17 年度以前は 4,500 人）を対象に、無作

為抽出によるアンケート調査を実施している。 

前回調査から３年後に当たる令和５年度には、これらの先行調査を踏まえつつ、国内の男女間にお

ける暴力の実態を把握すること及びその対策の推進に資することを目的とし、全国 18 歳以上 59 歳以

下の男女 5,000 人を対象に、無作為抽出によるアンケート調査を実施した。 

 

2 調査対象 

（1）母集団 全国 18 歳以上 59 歳以下（令和５年 11 月 30 日現在）の男女 

（2）標本数 5,000 人 

（3）抽出法 層化二段無作為抽出法 

 

3 調査時期 

 令和５年 11 月～12 月 

 

4 調査方法 

 郵送留置訪問回収法 

 （回収は、対象者自身が回収用封筒に記入済みの調査票を密封したものを、調査員が回収した。 

 また、対象者本人が希望した場合には、郵送回収またはオンライン回答とした。） 

 

5 回収結果 

（1）有効回収数（率）   2,950 人（59.0％） 

   （内訳） 女性 1,597 人  男性 1,353 人 

（2）回収不能数（率）   2,050 人（41.0％） 

  回収不能理由内訳 

転    居     128（ 2.6%）          調査票不達           6（ 0.1%） 

長期不在      36（ 0.7%）          郵送依頼未回収     251（ 5.0%） 

一時不在     754（15.1%）          web 希望未回答   222（ 4.4%） 

住所不明      35（ 0.7%）          白  票              19（ 0.4%） 

拒    否     481（ 9.6%）          その他             118（ 2.4%） 
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6 回答者の属性 

（1）性別 

   女性

(ｎ)

総 数 (2,950人)

　　　　   男性

54.1 45.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  

（2）年齢 

※調査対象年齢は、前回調査までは 20 歳以上、今回調査は 18 歳以上 59 歳以下（令和５年 

 11 月 30 日現在）である。 

18～19歳    20代 　　 30代       40代    50代 　60歳以上

(ｎ)

総 数 (2,950人)

女 性 (1,597人)

男 性 (1,353人)

3.6

3.9

3.3

15.3

15.7

14.9

18.7

18.7

18.7

29.9

28.3

31.9

32.3

33.2

31.1

0.2

0.3

0.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  

（3）未既婚 

未　婚 既　婚 離別・死別

（結婚したこと
  はない）

（現在、夫又は
  妻がいる）

（結婚していたが、
  離婚・死別した）

無回答

(ｎ)

総 数 (2,950人)

女 性 (1,597人)

男 性 (1,353人)

34.4

31.4

38.0

56.4

58.1

54.3

5.9

7.6

3.9

3.3

2.8

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  

（4）交際相手の有無 

交際相手がいた(いる) 交際相手はいなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (2,950人)

女 性 (1,597人)

男 性 (1,353人)

71.6

74.5

68.2

23.0

20.4

26.1

5.4

5.1

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)
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１ 配偶者からの暴力の被害経験 

２ 配偶者からの暴力の被害経験(性別) 

Ⅱ 配偶者からの暴力の被害経験 

 

 

結婚したことのある人の 25.1％は配偶者から暴力を受けたことがある。 

 

(ｎ=1,838人) 何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

配 偶 者 か ら の 被 害 経 験 の 有 無 (25.1)

Ａ

身体的暴行（例えば、なぐったり、けったり、物を
投げつけたり、突き飛ばしたり、体をおさえつけた
り、首を絞めたりするなどの身体に対する暴行な
ど）

(13.5)

Ｂ

心理的攻撃（例えば、人格を否定するような暴言、
交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監
視・制限したり、長期間無視するなどの精神的な嫌
がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危害
が加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅
迫など）

(18.0)

Ｃ

経済的圧迫（例えば、生活費を渡さない、給料や貯
金を勝手に使われる、外で働くことを妨害されるな
ど）

(7.8)

Ｄ

性的強要（例えば、嫌がっているのに性的な行為を
強要される、見たくないポルノ映像等を見せられ
る、同意していないのに性的な画像・動画を撮影さ
れる、避妊に協力しないなど）

(6.5)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

ある（計）

ある（計）

10.7

3.0

7.8

3.9

2.0

14.5

10.6

10.2

4.0

4.5

74.2

85.2

81.0

91.1

92.2

0.7

1.3

1.0

1.0

1.3

 

 

 

 

 結婚したことがある女性の 27.5％、男性の 22.0％は、配偶者から被害を受けたことがあり、女性の

13.2％、男性の 7.2％は何度も受けている。 

 
〔女性〕 〔男性〕

何度も
あった

１、２度
あった

まったく
ない

無回答
ある

（計）
何度も
あった

１、２度
あった

まったく
ない

無回答
ある

（計）

配偶者からの被害経験の有無 (27.5) (22.0)

Ａ 身 体 的 暴 行 (15.0) (11.5)

Ｂ 心 理 的 攻 撃 (19.9) (15.5)

Ｃ 経 済 的 圧 迫 (9.1) (6.1)

Ｄ 性 的 強 要 (10.6) (1.1)

0 25 50 75 100
(%)

(ｎ=1,050) (ｎ=788)

0 25 50 75 100
(%)

ある（計） ある（計）

7.2

1.9

5.8

2.7

0.5

14.7

9.6

9.6

3.4

0.6

77.5

87.6

83.8

93.3

98.0

0.5

0.9

0.8

0.6

0.9

13.2

3.8

9.2

4.8

3.1

14.3

11.2

10.7

4.4

7.4

71.7

83.4

79.0

89.5

87.9

0.8

1.5

1.1

1.3

1.5
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３ 命の危険を感じた経験 

４ 配偶者からの暴力の相談経験 

 

 

 

 被害を受けた人の12.6％、性別でみると女性の15.6％、男性の7.5％は命の危険を感じた経験がある。 

　感じた 感じなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (462人)

女 性 (289人)

男 性 (173人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

12.6

15.6

7.5

74.9

73.0

78.0

12.6

11.4

14.5

 

 

 

 

 

 

 被害を受けた人の 44.2％、性別でみると女性の 36.3％、男性の 57.2％はどこにも相談していない。 

 

相談した 相談しなかった 　　　　無回答

(ｎ)

総 数 (462人)

女 性 (289人)

男 性 (173人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

52.8

60.6

39.9

44.2

36.3

57.2

3.0

3.1

2.9
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５ 配偶者から被害を受けたときの行動 

６ 子供の被害経験の有無 

 

 

被害を受けた人の 57.1％、性別でみると女性の 66.8％、男性の 41.0％が「別れた」又は「別れたい

（別れよう）」と思った。 

相手と別れた
別れたい(別れよう)と
思ったが、別れなかった

  別れたい(別れよう)
  とは思わなかった

無回答

(ｎ)

総 数 (462人)

女 性 (289人)

男 性 (173人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

16.2

20.1

9.8

40.9

46.7

31.2

32.0

23.9

45.7

10.8

9.3

13.3

 

 

 

 

 

 

 

 

 被害を受けた人のうち、子供がいる人の 30.8％は、配偶者から子供への被害もみられる。 

(ｎ)

総 数 (399人) 30.8 8.3 57.6 3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

ある

（計）
わからない まったくない 無回答
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１ 交際相手からの暴力の被害経験 

２ 同居期間中の被害経験 

Ⅲ 交際相手からの暴力の被害経験 

 

 交際経験がある人の 18.0％、性別でみると女性の 22.7％、男性の 12.0％は交際相手から被害を受け

たことがある。 

　ある（計） なかった 無回答

(ｎ)

総 数 (2,112人)

女 性 (1,189人)

男 性 (923人)

18.0

22.7

12.0

80.1

75.9

85.5

1.9

1.4

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

 

 

  

 

 交際相手から被害を受けたことがあり、かつ交際相手と同居（同棲）経験がある人の 77.8％は、同居

期間中に被害を受けている。 

(ｎ)

総 数 (176人)

女 性 (112人)

男 性 (64人)

なかったある（計）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

77.8

75.0

82.8

22.2

25.0

17.2
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４ 交際相手からの暴力の相談経験 

５ 交際相手から被害を受けたときの行動 

３ 命の危険を感じた経験 
 

 

 

 被害を受けた人の18.6％、性別でみると女性の23.3％、男性の7.2％は命の危険を感じた経験がある。 

　感じた 感じなかった 無回答

(ｎ)

総 数 （381人） 

女 性 （270人） 

男 性 （111人） 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

18.6

23.3

7.2

67.5

64.8

73.9

13.9

11.9

18.9

 

 

 

 

 被害を受けた人の 39.1％は、どこにも相談していない。 

相談した 相談しなかった 無回答

(ｎ)

総 数 （381人） 

女 性 （270人） 

男 性 （111人） 

56.2

59.6

47.7

39.1

37.4

43.2

4.7

3.0

9.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)
 

 

 

 

 被害を受けた人の 49.9％、性別でみると女性の 53.3％、男性の 41.4％が交際相手と別れている。 

別れた
別れたい(別れよう)
と思ったが、別れな
かった

 別れたい(別れよう)
 とは思わなかった

無回答

(ｎ)

総 数 （381人） 

女 性 （270人） 

男 性 （111人） 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

49.9

53.3

41.4

21.3

22.2

18.9

18.9

15.9

26.1

10.0

8.5

13.5
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１ 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験 

２ 命の危険を感じた経験 

Ⅳ 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験  

  

 

 全体の 10.2％、性別でみると女性の 14.0％、男性の 5.7％は特定の相手からの執拗なつきまとい等の

被害を受けたことがある。 

１人からあった
　２人以上から
　あった

　まったくない 　無回答
ある

（計）

(ｎ)

総 数 (2,950人) (10.2)

女 性 (1,597人) (14.0)

男 性 (1,353人) (5.7)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

ある（計）

6.4

8.7

3.8

3.8

5.3

1.9

87.2

83.7

91.4

2.6

2.3

2.9

 

 

 

 

 

 被害を受けた人の 27.9％、性別でみると女性の 30.4％、男性の 20.8％は命の危険を感じた経験があ

る。 

 　感じた 感じなかった 無回答

(ｎ)

総 数 （301人）

女 性 （224人）

男 性 （77人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

27.9

30.4

20.8

63.8

62.1

68.8

8.3

7.6

10.4
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３ 加害者との関係（複数回答） 
 

 

加害者との関係は、「元交際相手」、「職場・アルバイトの関係者」、「通っていた（いる）学校・大学

の関係者」の順に多く、それぞれ約２割。 

 

元 交 際 相 手

職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部
下、取引先の相手など）

通っていた（いる）学校・大学の関係者（教職
員、先輩、同級生、クラブ活動の指導者など）

職 場 ・ ア ル バ イ ト 先 の 客

交 際 相 手

ＳＮＳなどインターネット上で知り合った人

元 配偶者（事 実婚 を解 消し た者 を含 む）

配 偶 者 （ 事 実 婚 や 別 居 中 を 含 む ）

地域活動や習い事の関係者（指導者、先輩、仲
間など）

親 （ 養 親 ・ 継 親 を 除 く ）

兄 弟 姉 妹 （ 義 理 の 兄 弟 姉 妹 も 含 む ）

上 記 以 外 の 親 戚

生活していた（いる）施設の関係者（職員、先
輩、仲間など）

養 親 ・ 継 親 又 は 親 の 交 際 相 手

まったく知らない人（相手の姿は見えるが、面
識がなく誰だかわからないなど）

知っている人かどうかもわからない（無言電話
の相手やインターネット上の相手などで姿が見
えず誰だかわからない）

そ の 他

無 回 答

＊「上記以外の親戚」とは、下記以外の親戚を指す。

１.配偶者（事実婚や別居中を含む）

２.元配偶者（事実婚を解消した者を含む）

３.親（養親・継親を除く）

４.養親・継親又は親の交際相手

５.兄弟姉妹（義理の兄弟姉妹も含む）

23.9

21.6

17.9

11.0

10.6

6.3

4.3

4.0

3.0

1.7

1.7

1.7

1.7

0.7

11.6

8.0

7.0

0.3

24.1

19.2

19.2

12.9

10.7

4.9

4.0

4.0

2.2

1.3

1.8

1.8

2.2

0.4

14.7

8.9

7.1

-

23.4

28.6

14.3

5.2

10.4

10.4

5.2

3.9

5.2

2.6

1.3

1.3

-

1.3

2.6

5.2

6.5

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数(n=301人,M.T.=136.9%)
女性(n=224人,M.T.=139.7%)
男性(n= 77人,M.T.=128.6%)
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４ 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害の相談経験 
 

 被害を受けた人の 77.7％、性別でみると女性の 80.4％、男性の 70.1％は、相談している。 

相談した 相談しなかった 無回答

(ｎ)

総 数 （301人） 

女 性 （224人） 

男 性 （77人） 

77.7

80.4

70.1

19.9

17.4

27.3

2.3

2.2

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  
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１ 不同意性交等の被害経験 

Ⅴ 不同意性交等の被害経験 

  

 全体の 4.7％、性別でみると女性の 8.1％、男性の 0.7％は不同意性交等の被害にあったことがある。 

１人からあった
　２人以上から
　あった

まったくない 　無回答
ある

（計）

(ｎ)

総 数 (2,950人) (4.7)

女 性 (1,597人) (8.1)

男 性 (1,353人) (0.7)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

ある（計）

3.3

5.7

0.5

1.4

2.4

0.2

92.6

89.3

96.5

2.7

2.6

2.8
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２ 加害者との関係（複数回答） 
 

 

 

加害者との関係は、「交際相手」、「元交際相手」が約２割、「職場・アルバイトの関係者」、「まったく

知らない人」が約１割。 

交 際 相 手

元 交 際 相 手

職場・アルバイト先の関係者（上司、同僚、
部下、取引先の相手など）

配 偶 者 （ 事 実 婚 や 別 居 中 を 含 む ）

通っていた（いる）学校・大学の生徒・学生
など

元配偶者（事実婚を解消した者を含む）

ＳＮＳなどインターネット上で知り合った人

通っていた（いる）学校・大学の教職員，ク
ラブ活動などの指導者・スタッフ

兄 弟 姉 妹 （ 義 理 の 兄 弟 姉 妹 も 含 む ）

職 場 ・ ア ル バ イ ト 先 の 客

親 （ 養 親 ・ 継 親 を 除 く ）

上 記 以 外 の 親 戚

養 親 ・ 継 親 又 は 親 の 交 際 相 手

地 域 活 動 や 習 い 事 の 指 導 者 ・ スタ ッフ

地域活動や習い事の他の参加者・受講者など

生活していた（いる）施設の他の入所者など

医 療 ・ 福 祉 関 係 者

生活していた（いる）施設の職員・スタッフ

そ の 他

ま っ た く 知 ら な い 人

無 回 答

＊「上記以外の親戚」とは、下記以外の親戚を指す。

１.配偶者（事実婚や別居中を含む）　２.元配偶者（事実婚を解消した者を含む）

３.親（養親・継親を除く）　４.養親・継親又は親の交際相手　５.兄弟姉妹（義理の兄弟姉妹も含む）

16.4

16.4

10.0

8.6

8.6

7.9

7.9

3.6

2.9

2.9

2.1

2.1

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

-

11.4

10.0

5.0

16.2

16.2

10.0

9.2

8.5

8.5

8.5

3.8

3.1

2.3

1.5

2.3

1.5

1.5

0.8

0.8

1.5

-

12.3

10.0

4.6

20.0

20.0

10.0

-

10.0

-

-

-

-

10.0

10.0

-

-

-

10.0

10.0

-

-

-

10.0

10.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(%)

総数(n=140人,M.T.=122.9%)
女性(n=130人,M.T.=123.1%)
男性(n= 10人,M.T.=120.0%)
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４ 不同意性交等の被害の相談経験 

３ 被害にあった時期（年齢） （複数回答） 
 

 

 被害にあった時期は、「20 歳代」が約４割、「18 歳・19 歳」と「中学卒業から 17 歳まで」が約２割、

「小学生のとき」も１割以上。 

小 学 校 入 学 前

小 学 生 の と き

中 学 生 の と き

中 学 卒 業 か ら １ ７ 歳 ま で

１ ８ 歳 ・ １ ９ 歳

２ ０ 歳 代

３ ０ 歳 代

４ ０ 歳 代

５ ０ 歳 代 以 上

無 回 答

7.9

15.0

6.4

17.9

22.1

40.7

12.1

1.4

0.7

3.6

6.9

14.6

6.2

17.7

22.3

43.1

11.5

1.5

0.8

3.1

20.0

20.0

10.0

20.0

20.0

10.0

20.0

-

-

10.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

総数(n=140人,M.T.=127.9%)
女性(n=130人,M.T.=127.7%)
男性(n= 10人,M.T.=130.0%)

 

 

 

 

 被害を受けた人の 55.7％はどこにも相談していない。 

相談した 相談しなかった 無回答

(ｎ)

総 数 （140人）

女 性 （130人）

男 性 （10人）

39.3

40.8

20.0

55.7

55.4

60.0

5.0

3.8

20.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  
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５ 不同意性交等の被害の相談先（複数回答） 
 

 

被害を受けた人の 29.3％は「友人・知人」に相談している。 

友 人 ・ 知 人 に 相 談 し た

家 族 や 親 戚 に 相 談 し た

職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部下、取
引先など）に相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カウ
ンセラー・カウンセリング機関、民間シェルターな
ど）に相談した

警 察 に 連 絡 ・ 相 談 し た

性犯罪・性暴力被害者支援の専門相談窓口（いわゆ
るワンストップ支援センター）に相談した

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や男
女共同参画センターに相談した

法 務 局 、 人 権 擁 護 委 員 に 相 談 し た

上記（１～４）以外の公的な機関（市役所など）に
相談した

電話ホットライン、メール相談、ＳＮＳ相談などに
相談した

医療関係者（医師、看護師など）に 相談 した

学校関係者（教員、養護教諭、スクールカウンセ
ラーなど）に相談した

そ の 他

ど こ （ だ れ ） に も 相 談 し な か っ た

無 回 答

＊「上記（１～４）以外の公的な機関」とは、下記以外の公的な機関を指す。

１.性犯罪・性暴力被害者支援の専門相談窓口（いわゆるワンストップ支援センター）

２.配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や男女共同参画センター

３.警察

４.法務局、人権擁護委員

29.3

10.0

3.6

2.9

1.4

-

-

-

-

-

-

-

1.4

55.7

5.0

30.0

10.0

3.1

3.1

1.5

-

-

-

-

-

-

-

1.5

55.4

3.8

20.0

10.0

10.0

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

60.0

20.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

総数(n=140人,M.T.=109.3%)
女性(n=130人,M.T.=108.5%)
男性(n= 10人,M.T.=120.0%)
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６ 被害にあってから相談までの期間（複数回答） 
 

 被害にあってから相談までの期間は、「４日～１カ月未満」が約３割、「翌日～３日」、「10 年以上」が

約２割。 

そ の 日 の う ち

翌 日 ～ ３ 日

４ 日 ～ １ カ 月 未 満

１ カ 月 ～ １ 年 未 満

１ 年 ～ ５ 年 未 満

５ 年 ～ １ ０ 年 未 満

１ ０ 年 以 上

無 回 答

14.5

21.8

29.1

7.3

16.4

7.3

20.0

3.6

15.1

22.6

26.4

7.5

17.0

7.5

20.8

3.8

-

-

100.0

-

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(%)

総数(n=55人,M.T.=120.0%)
女性(n=53人,M.T.=120.8%)
男性(n= 2人,M.T.=100.0%)
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７ どこにも相談しなかった・相談までの期間が５年以上となった理由（複数回答） 
 

 被害を相談しなかった又は相談までの期間が５年以上となった人について、その理由は、「恥ずかし

くてだれにも言えなかった」が約５割、「相談してもむだだと思った」、「自分さえがまんすれば、なん

とかこのままやっていけると思った」、「そのことについて思い出したくなかった」が約３割。 

恥 ず か し く て だ れ に も 言 え な か っ た か ら

相 談 し て も む だ だ と 思 っ た か ら

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると
思ったから

そ の こ と に つ い て 思 い 出 し た く な か っ た か ら

相 談 す る ほ ど の こ と で は な い と 思 っ た か ら

相談したらどうなるかわからず不安が大きかったから

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

他人に知られると、これまで通りのつき合い（仕事や学校
などの人間関係）ができなくなると思ったから

相手の行為が理解できず被害を受けたと思わなかったから

自 分 に も 悪 い と こ ろ が あ る と 思 っ た か ら

相 手 の 行 為 は 愛 情 表 現 だ と 思 っ た か ら

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思った
から

世 間 体 が 悪 い と 思 っ た か ら

仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、性的な画像
のばらまき、職を失う、経済的不利益を受ける不安など）

加 害 者 に 「 誰 に も 言 う な 」 と お ど さ れ た か ら

他 人 を 巻 き 込 み た く な か っ た か ら

そ の 他

無 回 答

45.7

31.5

28.3

27.2

19.6

19.6

17.4

17.4

16.3

14.1

8.7

7.6

7.6

5.4

5.4

5.4

6.5

5.4

45.3

32.6

29.1

26.7

18.6

19.8

18.6

16.3

17.4

15.1

9.3

8.1

8.1

4.7

5.8

4.7

5.8

4.7

50.0

16.7

16.7

33.3

33.3

16.7

-

33.3

-

-

-

-

-

16.7

-

16.7

16.7

16.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(%)

総数(n=92人,M.T.=289.1%)
女性(n=86人,M.T.=290.7%)
男性(n= 6人,M.T.=266.7%)

 



 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 閣 府 

男女共同参画局 

〒100－8914 東京都千代田区永田町 1－6－1 

T E L：03－5253－2111（大代表） 

ホームページ https://www.gender.go.jp/ 

 


